
（別紙４）

～ 令和　７年　３月３１日

（対象者数） １名 （回答者数）

～ 令和　７年　３月３１日

（対象者数） ２名 （回答者数） ２名

～ 令和　７年　３月３１日

（対象数） １校 （回答数） １校

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員数の確保。

2

3

○事業所名 ハッピーデイズさおのうら（保育所等訪問支援）

○保護者評価実施期間 令和　６年　４月　１日

○保護者評価有効回答数

令和　６年　４月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　７年　４月１８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和　６年　４月　１日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・午前中に児童発達支援の児童が来所しているため、職員数が

少ない中で日程を組むのが難しい。

職員数の少なさ。

・児童の様子を担任には訪問支援終了後、顔を合わせて報告、

保護者には連絡帳を通して報告を行っている。密な連携が取れ

ている。

関係機関との連携を密に取る。

本児の困り感を支援できる。放課後等デイサービスも利用して

いるため、放課後等デイサービスでもフォローができる。

苦手分野を学習時間に補う。

事業所における自己評価総括表公表


